
◆用途地域とその形態規制値について・・・坂祝町全域(都市計画区域内 非線引) ◆ 

用途地域 

（指定年月日：Ｈ７．１２．１） 

建蔽率／容積率 

（※１） 

防火 

地域 

 

日影規制値 

（法５６条の２） 

道路高さ制限 

(道路斜線) 

（法５６条１項一号） 

隣地高さ制限 

(隣地斜線) 

（法５６条１項二号） 

北側高さ制限 

（法５６条１項三号） 

高さ限度 

（法５５条） 

外壁後退 

（法５４条） 
備     考 

第一種低層住居専用地域 ６０／１００ 指

定

な
し(

建
築
基
準
法
第
２
２
条
区
域
外) 

４／２．５（ｈ） 

(1.5ｍ) 

１．２５（２０ｍ） 

－ １．２５（５ｍ） １０ｍ 

－ 

 

第一種中高層住居専用地域 

６０／２００ 

４／２．５（ｈ） 

(4ｍ) 
１．２５（２０ｍ） 

－ － 

 

第一種住居地域 
５／３（ｈ） 

(4ｍ) 

 

準工業地域 

１．５（２０ｍ） ２．５（３１ｍ） 

 

工業地域 － 
 

無指定（分類：Ⅲ） 
５／３（ｈ） 

(4ｍ) 
１．２５（２０ｍ） １．２５（２０ｍ） 

 

※１ 敷地の前面道路の幅員が１２ｍ未満の場合の容積率の割合は、第一種低層住居専用地域・第一種中高層住居専用地域・第一種住居地域及び無指定では、その復員（前面道路が２つ以上 

ある場合は最大幅員のもの）に４／１０、また、準工業地域・工業地域は６／１０を掛けたものとを比較し、小さい（厳しい）方の値の数値となります。 

※都市計画区域指定年月日（法第５条）：昭和４９年３月１５日 

◆地域・区域指定について◆                    ★その他★ 

地域・区域など 該当の有無 地域・区域など 該当の有無 

災害危険区域の指定 無 高度地区 無 

風致地区の指定 無 地すべり等防止法 無 

地区計画の有無 無 生産緑地地区 無 

宅造規制区域の指定 無 緑地保全地区 無 

土地区画整理区域の指定 無 砂防法 一部あり 

河川保全区域 

河川堤防より２

８m以内の範囲

が該当する 

急傾斜の崩壊によ

る災害の防止に関

する法律 

無 

積雪量 ３０ｃｍ 断熱地域区分 ５ 

速度圧 ３２ｍ／ｓ   

★坂祝町は自然公園の区域に指定されてる地域があり、指定されている、第二種特

別地域、第三種特別地域、普通地域には、地域ごとに一定の行為を禁止・制限して

います。 建物を建てたり、土地造成などを行う場合には、許可（届出）が必要です。 

→詳しくは、役場３階企画課へお問合せください。 

★名勝木曽川区域・埋蔵文化財包蔵地による制限に該当する場合があります。   

→詳しくは、教育委員会事務局（℡６６－２４０９）へお問合せください。 

★開発行為に関すること（１，０００㎡以上の開発事業を行う場合） 

★集合住宅(アパート等)に関すること 

★加茂川下流域浸水危険区域 

→詳しくは、役場２階産業建設課建設係へお問合せください。 

★公共下水道に関すること 

→詳しくは、役場２階水道環境課へお問合せください。 



よくある質問 

Q.幅員はどのように測ればよいか。 

A.車が走っても問題ない幅がどれだけかという考え方で、舗装部分と法面と側溝を含みます。 

 
Q.建築申請に伴う消防同意書、設備工事の計画書、着工届・設置届の提出先は 

A.可茂消防事務組合(予防課 令和 3年時点 0574-26-0515)です。 

 

Q.昔は OKだったのに、今になって建築許可が下りないのはなぜか。 

A.権限を持っている中建による判断です。（近年は厳しくなっている。）異議の申し立てなどは直接中建に

言ってください。 

 

Q.この地域（特定用途制限地域や用途地域など）にこんな建物を建てようと計画しているが、規制の対象

になるか。 

A.具体的な用途によっては変わるので、細かいところまで計画が確定次第、中建と相談してください。 

 

Q.建物を取り壊そうかと考えているが、何か届け出は必要か。 

A.建築基準法的には特にありませんが、固定資産税で必要なものがあると思います。 

 

Q.ソーラーパネルを設置する場合でも何か許可がいるのか。 

A.建物ではないため、建築基準法の対象ではありませんが、地目変更による開発の届け出が必要になるこ

とがあります。 

 

Q.携帯電話の中継基地（電波塔）でも許可がいるか。 

A.5ｍ以上の高さだと、工作物申請が必要になります。 

 

Q.この道路は接道になるか。 

A.十分な幅員があり、建築基準法上の道路に認められなければ接道にはなりません。また、赤道の場合、

1.8ｍ以上あったり、過去にその道路を接道として建築許可が下りている建物があると接道としてみなせ

る場合があります。 

道路（アスファルト） 

法面 法面 

側

溝 

現況幅員 


